
一般財団法人市川市福祉公社  

令和 2年度第 1回 介護・医療連携推進会議 議事録 

 

1. 日 時：令和 2年 11月 17日（火）  午前 10時 00分～午前 11時 00分 

2. 場 所：大洲防災センター 第 2集会室 

3. 出席者：17名 

〔委 員〕  

議長 髙久 悟   

委員 四ツ屋 真由美 

 村尾 薫 

                         以上 委員 3名 

〔オブザーバー〕 

高齢者サポートセンター市川第一 1名 

高齢者サポートセンター市川第二 1名  

高齢者サポートセンター市川東部 1名 

 高齢者サポートセンター菅野・須和田 1名  

高齢者サポートセンター真間 1名 

高齢者サポートセンター信篤二俣 1名 

高齢者サポートセンター国府台 1名 

高齢者サポートセンター八幡 1名 

SOMPOケア地域サービスセンター市川八幡 2名 

居宅介護支援事業所 1名 

                          以上 オブザーバー 11名 

〔事務局〕 

事業一課課長     水野 庸子 

  

当該事業管理者    今井 智基 

 計画作成責任者 

 

 計画作成責任者    澤村 泉（司会） 

  

                         以上 事務局  3名 

 

                           

 

■ 開 会 

（1）委嘱状交付 

（2）事務局より資料の説明を行う 

・令和 2年度 第 1回 介護・医療連携推進会議資料 

・自己評価・外部評価 

・利用者一覧 



（3）事業一課課長挨拶 水野 庸子 

（4）委員、オブザーバー紹介 

（5）事務局紹介 

 

●サービス提供等状況報告・相談受付状況について 

＜事務局 澤村＞ 

・レジュメに沿い R2年 5月～10月のサービス提供状況報告、相談受付状況を報告した。 

＜四ツ屋委員＞ 

・介護者が急に介護できなくなり、その依頼が日曜日でありその日から訪問と柔軟な対応

をされたのは良かったと思います。 

私はこのサービスはターミナルケアが合っていると常に思っていますので、ターミナル

も対応して頂いてよかったです。 

＜村尾委員＞ 

・随時対応が減って、通常の体制で回せるようになっているのですね。コロナ禍で大変なこ

とがあると思いますが、物品など苦慮されていることはないですか？ 

＜事務局 水野＞ 

・グローブ等は入らなくなっており前もって注文、調整しながら配っています、また公社

は 4つのヘルパーステーションがありその中でやりくりしながらになっています。アル

コールも同じです。 

＜村尾委員＞ 

・ありがとうございます。大変ですが頑張ってください。 

＜髙久議長＞ 

・定期巡回の介護度は、全国平均 2.6～2.7と公開されていますが、それに比べると 4.以上

を保っているのはすごいと思います。独居の方が 87％、家族がいる場合こそ定期巡回が

必要であるということなのですね。これからも頑張ってください。 

 

 

●自己評価・外部評価報告 

＜事務局 今井＞ 

・自己評価、外部評価の報告をした。 

＜髙久議長＞ 

・推進会議で多様な職種の参加を得て事例検討を行っている。しばらくは、コロナ禍でその

他の活動は難しいように思えます。 

＜四ツ屋委員＞ 

・今年は難しいように思えます。その他、特にありません。 

＜村尾委員＞ 

・頑張っていってください。 

 

●事例報告 

＜事務局 今井＞ 

・レジュメに沿い事例報告内容を発表した。 

＜髙久議長＞ 

・家族が居ながらこれだけのサービスが受けられる、国に（この頑張りを）言いたいよう



な内容ですね。 

＜四ツ屋委員＞ 

・私がアセスメントに伺っている担当のケースなのですが、とても満足されています。ご

家族も満足されています。大柄な方で大変とは思います。 

＜村尾委員＞ 

・十分にこのサービスが担うケースであると思うのでよかったです。 

＜担当の秋穂ケアマネージャー＞ 

・このサービスの利用で施設に入らずに済んでいます。介護者の妹様に入っているヘルパ

ーの時間調整をして同じヘルパーで訪問が済むように工夫しています。とても満足され

ています。 

 

＜澤村＞ 

・参加申し込みの通信欄に記載して頂きました、ご質問についてお返事させて頂きます。 

利用者、同居家族に発熱などの症状があり、新型コロナも疑われる場合、または診断さ

れたが自宅療養となるケースがあった場合、どの様な対応が考えられますかというご質

問を頂きました。 

お答えとして、基礎疾患等のない何人かの職員を限定し、防護服、フェースシールドや

マスクなど感染予防対策を講じた上で、訪問させて頂くことになると思います。 

 

■ 閉会 

＜事務局閉会の挨拶＞ 

感染拡大に伴いまして次年度の介護医療連携推進会議もいろいろと対策を講じながらに

なるのかわかりませんが、情勢を見ながら開催についてはご連絡をいたしたいと思いま

す。今後ともどうぞよろしくお願いします。本日はありがとうございました。 

  

 

 

以上 

文責：市川市福祉公社  

事業一課  巡回ヘルパーステーション  

 


